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統合的高信頼化設計のための
モデル化と検出・訂正・回復技術
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物理設計 テスト設計

予期しない電流源の出現

電位の変動

パルスの伝搬 論理値の反転

組合せ回路の
出力まで伝搬

ラッチされる

正常時と異なる状態に遷移

反転が
保持される

コアが正常時と異なる値を出力

システムが正常時と
異なる状態に遷移

α線，中性子など

ソフトエラーの因果関係

システムが正常時と
異なる値を出力

評価・解析

設計変更

評価指標

ディペンダビリティ
エンハンサ

ディペンダビリティ
アナライザ

アーキテクチャ設計

ディペンダビリティ
向上設計技術

時間的・多重設計

空間的・多重化設計

評価・解析

設計変更

評価指標ＲＴＬ設計

ディペンダビリティ
向上設計技術

時間的・多重設計

空間的・多重化設計

ディペンダビリティ
エンハンサ

ディペンダビリティ
アナライザ

評価・解析

設計変更

評価指標
論理設計

ディペンダビリティ
向上設計技術

時間的・多重設計

空間的・多重化設計

ディペンダビリティ
エンハンサ

ディペンダビリティ
アナライザ
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研究項目：中性子線に起因する耐ソフトエラー設計フ
ローの構築

進捗状況：下位から上位のアーキテクチャレベルまでソ
フトエラーによる影響を見積もるツールチェインの構築
の見通しが立った。吉本チーム(神戸大学)と共同研究

階層設計に基づいた耐ソフトエ
ラー設計フロー(九大G)

回路設計

レイアウト設計

原子レベル

論理設計

RTL設計

アーキテクチャ
設計

中性子 モンテカルロ
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達成目標：耐ソフトエラー

性の推定と改善を行う
ツールチェインの構築

達成時期： 2013年3月



研究項目：ソフトエラーの影響を考慮したディペンダブル
マルチコアCPUの設計自動化技術。

進捗状況：信頼性を制約条件として考慮したマルチ

コアCPU合成技術の構築の見通しが立った。

信頼性考慮したマルチコアCPU
合成技術(豊橋技科大G)

2009.12.19

達成目標：要求される信

頼性を達成するマルチコ
アCPUを自動合成する。

達成時期： 2013年3月 信頼性

性能

コスト



耐タイミングエラー技術(福岡大G)

2009.12.19

達成目標： タイミングエ

ラーのモデル化と指標化．
エラーの検出技術とオン
ライン訂正技術の提案

達成時期： 2013年3月

カナリアFF

２つのFFの出力が異なる

場合，前段の回路のタイ
ミングエラーを警告する

遅延素子の挿入により下
方のFFのタイミング制約が
厳しくなるように設計する

研究項目：耐タイミングエラー技術の提案

進捗状況：プロセス変動、温度変化、経年劣化に起因す
るタイミングエラー対策。アーキテクチャレベルで評価済
みのカナリアFFを利用。回路設計・レイアウト設計を実施

中



研究項目：人為的攻撃を考慮したLSI設計技術の開発

進捗状況：LSIのテスト容易化に用いられているスキャン
FFに起因するセキュリティホールへの一防御策を提

案し、異なる防御策の定量的な評価手法を検討中。

人為的攻撃を考慮した
LSI設計技術(九大G)

2009.12.19

達成目標：人為的攻撃に
対するLSIの耐性のモデ

ル化と評価技術の確立。
効果的なLSI設計技術の

開発

達成時期： 2013年3月
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人為的攻撃による脅威


